
組立設置説明書

設置前に、この組立設置説明書と商品同梱の各説明書をよくお読みのうえ、
正しく設置してください。
本体や機器に付属の取扱説明書は、設置完了後にお客様にお渡しください。

シャワーブース

トラスパ
03-TSP02S-02

落下し、ケガをするおそれがあります。

組立設置完了後は、がたつきやゆるみの
ないことを必ず確認してください。

組立設置は必ず説明書に従って行って
ください。
落下した場合、ケガをするおそれがあります。

ガラスにシャワートップや硬いもの、
角ばったものなどをぶつけたりキズを
つけないでください。
衝撃によりガラスが割れると破片が飛び散り、
ケガをするおそれがあります。

組立設置は強度が十分にある壁下地を
ご確認のうえ、必要な強度を確保する
よう行ってください。
落下や破損した場合、ケガをするおそれがあ
ります。

ガラスに衝撃を与えないでください。
割れて、ケガをするおそれがあります。

推奨する使用目的以外での使用はしない
でください。
破損した場合、ケガをするおそれがあります。

ガラスに物を立てかけたり、物を固定する
など、壁面として使用しないでください。
割れて、ケガをするおそれがあります。

ガラスのエッジシールなどをはずしたま
ま使用しないでください。
破損した場合、ケガをするおそれがあります。

●安全上のご注意
ここに示した注意事項は、状況によって重大な結果（傷害、
物損）に結びつくおそれがあります。必ずお守りください。

 警告  　「死亡または重傷を負うおそれがある」内容

注意禁止 実行
お守りいただく内容を上の記号で区分し、説明しています。

各部の名称2

防水（部屋全体） シャワー取付面

★

丁番

ドアノブ

シャワーパン

壁面用
エッジシール

壁面用
エッジシール

扉下用
エッジシール

A

戸先用
エッジシール

L金具

支持ポール

◎トラスパ

※図は左吊です。右吊の場合は左右対称になります。

シャワーパン
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ガラスガラス (2枚セット) 62kg

シャワーパン 12kg

◎製品重量

水漏れや湿気で、床などが腐る原因になります。

本製品に防水性能はありません。必ず防
水処理を施した部屋（配管スペース含）
に取り付けしてください。

シャワーパンが傷んで割れる原因となります。

シャワーブース内で殺虫剤を使わないで
ください。

表面の荒れ・変色の原因になります。

固形または粉末の塩素系洗浄剤、漂白剤
は使ったり近づけないでください。

表面の荒れ・変色の原因になります。

シンナーなどの溶剤や薬品類を流さない
でください。

排水管の接続部の両側に塩ビ接着剤を
全周塗布してからさし込んでください。
接着が不十分な場合、漏水の原因になります。

 

換気扇は含まれていません。必ず換気
設備のある部屋に取り付けてください。
湿気で、床などが腐る原因になります。

 
表面の荒れ・変色の原因になります。

設置の仕上げに使用する溶剤・その他薬
品類は、各注意表示に従って正しくお使
いください。

指定された箇所へのコーキングは確実
に行ってください。
水漏れや湿気で、床などが腐る原因となります。

 

 注意 　「障害を負うことや物的損害が発生するおそれがある」内容

【六角ネジ用カバー】

ネジカバー×10個
（丁番・L金具共通）

【排水器具】

排水トラップ×1

排水カバー×1シャワーパン×1 沓摺×1

【丁番】

丁番×2 六角レンチ×1本

皿ネジL40×8本

アンカーφ8×8本

【エッジシール】

壁面用エッジシール
L=190mm×1本
L=215mm×1本
L=1335mm×1本

戸先用エッジ
シール×1本
（斜めカットあり）

扉下用エッジ
シール×1本

扉用ガラスエッジシール

固定用ガラスエッジシール

壁面用エッジシール
L=1900mm×1本

戸先用エッジシール
L=1900mm×1本

【支持ポール】

支持ポール×1式

皿ネジL34×1本

アンカーφ8×1本

緩衝材×1枚
ガラス固定用六角
穴付きネジ×2個

六角レンチ大×1本

六角レンチ小×1本 六角レンチ×1本

【L金具】
皿ネジL40×2本

アンカーφ8×2本

L金具×2

【ドアノブ】

ドアノブ×1

【ガラス】

固定用ガラス×1
W775 / H1900 / t8

扉用ガラス×1
W770 / H1880 / t8
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商品一覧1

設置前の注意・確認3

《設置前の確認》
以下の項目を確認してください。
● 組立設置場所（床・壁）の防水処理
　 ※ 丁番などの可動部分からは漏水しますので、防水工事は絶対に必要です。

● 排水トラップを収める十分な配管スペース（下図参照）
　 ※ 排水トラップがスラブレベルより120mm程度下がります。

● 組立設置場所（床・壁）の水平・垂直
　 ※ 水平・垂直の精度が出ていないと仕上げが悪くなり、安全性にも影響します。
● ガラスの取付位置の十分な強度を持った下地

○ 取付場所に必ず防水処理を施してください。
○ コーキングは必要な箇所に確実に行ってください。

《設置前のご注意》

● 重量のある商品のため、受取りの準備をお願いします。 ※車上渡しです。
　 また、商品の品質確保のため、搬入は必ず2人以上で手運びにて行ってください。

● 商品の組立・設置については、必ず本説明書に従い作業してください。

● 商品の搬入経路を確保してください。
● 開梱後に損傷がないことを確認してください。 ※設置後の損傷は保証対象外です。

◎ネジ固定位置図
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設置手順4

1.シャワーパンの取付け

コーキング★2

シャワーパン

50A

目皿

フランジ

ポリパッキン
U字パッキン

排水パーツ

コーキング★1

推奨の排水フレキパイプ
 (現場手配)

50A

❹ シャワーパン

コーキング

 ❸ 排水パーツ

1623
推奨のフランジ締め具 (現場手配)
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❶ 取付け箇所と向き（内側・外側）に注意して、固定用ガラスに壁面用エッジシールと
　 戸先用エッジシールを取付けてください。（エッジシール取付詳細図参照）
❷ 固定用ガラスにL金具を取付けてください。
❸ 固定用ガラスをシャワーパンの溝の中心に置いてください。
❹ 壁面に対し固定用ガラスが垂直になっていることを確認し、L金具を壁面へ固定してく
　 ださい。
※ φ8mmで下穴を開け、コーキングを充填させてからアンカーを差込み、再度コーキング
　 をしてネジで固定してください。

2-1. 固定用ガラスの取付け 

❸
ガラス

シャワーパン

シャワーパン断面図 ※下穴φ8❹❷

壁面用エッジシール 固定用ガラス

外側内側

L金具
緩衝材

❶
壁側

内側 外側

上から見た図

固定用ガラス

壁面用エッジシール
L金具

戸先用エッジシール

❶ トラップとシャワーパンを仮設置し、位置を調整してください。
❷ コーキング（★1）を塗布したU字パッキンをシャワーパンに取付けてください。
❸ 排水トラップを排水管に接続してく
　 ださい。
※ 接着剤は、排水管接続部以外の場所
　 は塗布しないでください。
❹ 床の水平を確認し、コーキングなど
　 接着剤でシャワーパンをしっかり床
　 に固定してください。
※ 床が水平でない場合は、レベル調整
　 ライナーなどで調整してください。
❺ ポリパッキン、フランジの順に取付
　 けてください。（右図参照）
❻ フランジを下図の締め具か、同寸法のトラップ
　 レンチまたは木片で締め上げ、シャワーパンと
　 フランジの取り合いをコーキング（★2）を塗布
　 してください。

◎エッジシール取付詳細図

 2-2. 扉用ガラスの取付け
❺ エッジシール取付詳細図を参考に、取付け
　 向きに注意して扉用ガラスに壁面用エッジ
 　シールを取付けてください。
※ 扉用ガラスには上下向きがございます。
　 ガラス寸法を確認の上、取付けてください。
❻ 扉用ガラスに丁番を取付けてください。
❼ 扉用ガラスをシャワーパンの溝中心に合わ
　 せ、固定用ガラスの上端に合う位置で丁番
 　を壁面へ固定してください。
※ φ8mmで下穴を開け、コーキングを充填さ
　 せてからアンカーを差込み、再度コーキン
 　グをしてネジで固定してください。
　 <施工のポイント>
　 シャワーパンの溝の上に厚さ15mmの板を
　  1枚敷いてから扉用ガラスを置くと、固定用ガラスの上端に合わせ
 　やすくなります。
❽ エッジシール取付詳細図を参考に、取付け向きに注意して戸先
　 用エッジシールを扉用ガラスに取付けてください。
❾ エッジシール取付詳細図を参考に、取付け向きに注意して扉下
　 用エッジシールを扉用ガラスに取付けてください。
※ 扉がきちんと閉まるよう現場で確認、調整してください。
※ 扉用ガラスに取付ける戸先用・扉下用エッジシールは、ブースのレイアウトに合わせた
　 共通部材のため、両端とも斜めにカットされております。不要な箇所は現場にてカット
　 してください。

現場カット

10

※ 扉下用エッジシールの余った
　 長さ分はカットしてください。

※ ガラスの角にエッジシールの斜め部分を
　 合わせてください。
※ 必要に応じてエッジシールの合わせ目を
　 現場で調整してください。
※ 扉がきちんと閉まることを確認してください。

扉用ガラス

壁面用エッジシール
 L=215mm×1本
 L=1335mm×1本
 L=190mm×1本

戸先用エッジシール×1本
 （斜めカットあり）

扉下用エッジシール×1本

エッジシール取付け箇所

※ ガラス下で位置を合わせた後、　
　 上部で余った長さ分はカットし
　 てください。
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戸先用エッジシール
 L=1900mm×1本

壁面用エッジシール
 L=1900mm×1本

❾

内側

扉下用エッジシール

外側

※下穴φ8❼

❻

扉用ガラス

緩衝材2枚

緩衝材2枚

丁番
外側 内側

❽

内側外側

壁側

上から見た図

戸先用エッジシール

扉用ガラス

❺

内側外側

壁側

上から見た図

壁面用エッジシール

扉用ガラス
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取付穴

3. 支持ポールの取付け
❶ 支持ポールの長さ調整ネジと、壁固定金具の六角穴付き止めネジを緩めてください。
❷ 取付位置図を参考に、壁固定金具とガラス固定金具の取付け位置を確認してください。
　 その後、ガラス固定金具の内側に緩衝材を入れ、固定用ガラスの幅およそ1/2の位置に
　 ガラス固定金具を取付けてください。
※ ガラス固定金具は支持ポールと固定用ガラスの角度がおよそ45度になるように調整して
　 ください。
※ ガラス固定金具は、緩みやがたつきがないことを確認してから取付けてください。
　 緩みやがたつきがある場合は、ガラス固定金具内側のネジをプラスドライバーで締め付
　 けてください。（図❷の※図参照）
❸ 壁固定金具の六角穴付き止めネジを締付け、ポールの水平を確認した後、壁面固定金具
　 をネジで壁面へ固定してください。
※ φ8mmで下穴を開け、コーキングを充填さ
　 せてからアンカーを差込み、再度コーキング
　 をしてネジで固定してください。
❹ 固定用ガラスの垂直を確認し、調整した後、
　 長さ調整ネジを締め付けてください。

4. ドアノブの取付け
❶ ドアノブを扉用ガラスに取付けます。
※ 内側・外側それぞれのガラス面に緩衝材が接
　 するように取付けてください。

5. 沓摺の取付け
❶ 断面図を参考に、沓摺を取付向きを確認して、
　 ドア側のシャワーパンの溝に隙間なく収まるよう
　 カッターなどで斜め45度にカットしてください。
❷ 沓摺をシャワーパンの溝に貼り付けてください。
※ 沓摺には、シャワーパンの内側・外側に合わせた取付向きがあります。取付断面図にて
　 確認した後、カット、取付けしてください。

※45度にカット
シャワーパン

内側 外側

取付断面図

❷

固定用ガラス

六角穴付止めネジ ネジ

緩衝材

締める※ ❸ ※下穴φ8六角レンチ

壁面固定ネジ

❶

緩める

六角レンチ

壁側■ 取付位置図

壁面固定金具

支持ポール

ガラス固定金具

固定用ガラス

ガ
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ス
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1/2

内
側

外
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≒45° 

■ 全体図

❸ 壁面固定金具

支持ポール

❶ & ❹ 長さ調整ネジ

❷ ガラス固定金具

株式会社ミラタップ　miratap inc.
●お客様相談センター 受付時間はホームページにて最新情報をご確認ください。
 ht tps: / /www.miratap.co. jp
 TEL： 0120-468-838　　FAX：0120-382-096

設置後の調整・清掃・確認5

要コーキング箇所

《各部の調整》

《設置後の確認》

● 扉と固定用ガラスの戸先用エッジシールの間にすき間ができないようにしてください。
 　※ 戸先用エッジシールを前後させることで調整できます。

● 設置完了後は、扉や金具などにがたつき・緩み・傾きがないことを確認してください。
● 養生材などで、検査引き渡しまで本体が養生されていることを確認してください。
● 各部水漏れがないことを確認してください。

《設置後の清掃》
● 設置完了後は、やわらかい布またはウレタンスポンジに市販の浴室用中性洗剤をつけ
　 て洗い落としてください。

○ 金属たわしやナイロンたわし、サンドペーパー、粒子の粗い粉末クレンザーな
　 どを使用しないでください。（キズがつくおそれがあります）

○ 酸性・アルカリ性・塩素系の洗剤や漂白剤、ヌメリ取り剤は使用しないでくだ
　 さい。（ステンレスなどの金属やゴムの腐食・劣化の原因になります）

○ アセトン、シンナー、ペイント除去液などの溶剤は絶対に使用しないでください。
　（変色の恐れがあります）

❶ 全ての部品取付け作業が完了した後、L金具と丁番の六角
　 ネジ部にネジカバーを取付けてください。

6. ネジカバーの取付け

❶ 右図を参考に、壁・床・沓摺・
　 固定用ガラスとシャワーパン
　 が接地している部分をすべて
　 コーキングしてください。
※ 水漏れの原因となりますので、必ず全てのすき間を埋めてください。
※ コーキングはシャワーパンの色に合わせてご使用ください。

7. コーキング
ネジカバー

六角ネジ部


